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g. 3  ジャン＝シメオン・シャルダン《エイ》1725-6年頃、114×146cm、
パリ、ルーヴル美術館
g. 2  ジャン＝シメオン・シャルダン《食器棚》1728年、
　　   194×129cm、パリ、ルーヴル美術館























































































* 付記：本稿は、平成 27-29（2015-2017）年度科学研究費補助金・特別研究員奨励費（研究課題番号 15J40035）による研究成
果の一部です。 
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